
第１５回技術シンポジウム 

技術者を育て 未来へつなぐ 

 

令和５年１１⽉１⽇(⽔) 13:30-17:20 

アクロス福岡 Ｂ２Ｆ イベントホール（福岡市中央区天神 1-1-1） 
 
 
 

主 催：九州⼤学 

共 催：⻄⽇本⾼速道路株式会社 
 

後 援    国⼟交通省九州地⽅整備局  （公社）⼟⽊学会⻄部⽀部  （公社）地盤⼯学会九州⽀部 

 （⼀社）九州橋梁・構造⼯学研究会  （⼀社）建設コンサルタンツ協会九州⽀部 

（⼀社）⽇本建設業連合会九州⽀部 （⼀社）九州地域づくり協会  





 
⽬ 次 

 
≪講 演 １≫ 

『⼤学における⼯学系教育の現状と将来の展望』 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

園⽥ 佳巨（九州⼤学 理事・副学⻑） 

≪講 演 ２≫ 

『九州地⽅整備局の技術⼒継承に向けて』 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

笠井 雅広（国⼟交通省 九州地⽅整備局 企画部⻑） 

≪講 演 ３≫ 

『学びなおしの環境整備を〜⼈財育成に向けて〜』 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１ 

⽥中 清（第⼀復建株式会社 代表取締役会⻑） 

≪講 演 ４≫ 

『⼤成建設における社員教育に関する取り組み』 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

髙⽊ 宏彰（⼤成建設株式会社 ⼟⽊本部 ⼟⽊企画部 企画室 室⻑） 

≪講 演 ５≫ 

『ＮＥＸＣＯ⻄⽇本におけるダイバーシティ推進の取り組み』 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３７ 

⼩⻄ 駒⼦（⻄⽇本⾼速道路株式会社 ⼈事部 ダイバーシティ推進担当部⻑） 

 

 



会場での開催に加え、動画配信も実施いたします。

令和5年11月1日（水）13：30～17：20（開場12：45）
アクロス福岡 Ｂ2Ｆ イベントホール（福岡市中央区天神1-1-1）

主催：九州大学　共催：西日本高速道路株式会社
後援：国土交通省九州地方整備局、（公社）土木学会西部支部、（公社）地盤工学会九州支部
　　　（一社）九州橋梁・構造工学研究会、（一社）建設コンサルタンツ協会九州支部
　　　（一社）日本建設業連合会九州支部、（一社）九州地域づくり協会
お問合せ先：西日本高速道路エンジニアリング九州株式会社

kikaku@w-e-kyushu.co.jp

会場開催

HPの「シンポジウム参加申し込み」からお申し込みください。
※事前申し込みのない方の当日参加はお断りいたします。

※土木学会認定CPDプログラム（認定番号JSCE23-1089）

13：30～13：35　開会挨拶
13：35～14：10　講演1
 『大学における工学系教育の現状と将来の展望』
 園田 佳巨（九州大学 理事・副学長）
14：10～14：45　講演2
 『九州地方整備局の技術力継承に向けて』
 笠井 雅広（国土交通省 九州地方整備局 企画部長）
15：00～15：35　講演3
『学びなおしの環境整備を～人財育成に向けて～』
 田中　清（第一復建株式会社 代表取締役会長）
15：35～16：10　講演4
 『大成建設における社員教育に関する取り組み』
 髙木 宏彰（大成建設株式会社 土木本部 土木企画部企画室 室長）
16：25～17：00　講演5
『ＮＥＸＣＯ西日本におけるダイバーシティ推進の取り組み』
 小西 駒子（西日本高速道路株式会社 人事部 ダイバーシティ推進担当部長）
17：00～17：15　学生アイデア発表
『高速道路でニュービジネス～地域密着！ハイウェイ温泉～』
 道路工学実践教室 最優秀班
17：15～17：20　閉会挨拶

会場

日時

動画配信

ライブ配信とオンデマンド配信のURLをHPに掲載します。
HPよりご確認ください。

申込み先

技術者を育て 未来へつなぐ
第15回 技術シンポジウム

※その他注意事項も併せてご確認ください。
https://www.kyushu-u-nexco.jp/index.html
申し込み締め切り 10月20日
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1987年九州大学大学院工学研究科土木工学専攻修了後、戸田建設株式会社に勤務。

退職後、防衛大学校助手、同大学校講師を経て、1998年九州大学助教授に就任。

2005年九州大学大学院工学研究院教授、2015年九州大学大学院工学研究院副研究院長、2018年九州大学総長補佐、

2020年九州大学工学研究院長・工学府長・工学部長を歴任し、2023年4月より現職。

建設業に携わる人材の減少は少子高齢化により深刻さを増しており、技術者の約3分の1は55歳以上が占める状況です。一方で、建設業が「地

域の守り手」としての役割をこれからも果たしていくためには、将来の建設業を支える担い手の確保が大きな課題となっています。

国が進める対策として、「魅力ある職場づくり」「人材確保」「人材育成」の3つの視点から国土交通省と厚生労働省の連携した取り組みや

i-Constructionの推進などが挙げられます。多様な人材の活用、また職場環境の改善による人材確保に向け、社会全体が動き始めています。

本シンポジウムでは、若者や女性の建設業への進出および定着の推進に関する官・民・学の取り組みについてご紹介いただきます。また、若手

技術者等の育成に向けた環境整備に関する取り組みについてご講演いただき、建設業のこれからの展望をみなさまと一緒に考えていきたい

と思います。

園田 佳巨（そのだ よしみ） 九州大学 理事・副学長

長野県出身。1996年に建設省（現国土交通省）に入省。九州地方整備局八代河川国道事務所長、水管理・国土保全局河川

環境課企画専門官、近畿地方整備局河川部河川調査官、水管理・国土保全局治水課技術調整官、水管理・国土保全局河川

環境課河川保全企画室長を歴任後、環境省大臣官房総合政策課調査官として出向し、水管理・国土保全局治水課事業監理

室長を経て現職。現在、九州地方整備局企画部長として、組織のマネジメントや建設業の担い手確保などを担当するとと

もに九州地方整備局のインフラDXの推進に従事。

笠井 雅広（かさい まさひろ）　国土交通省 九州地方整備局 企画部長

1952年福岡県出身。1977年、九州大学工学部水工土木学科卒業後、地元の建設コンサルタントである第一復建株式会

社に入社。主として河川砂防分野の業務に携わる。2006年から会社経営に関わり、2016年代表取締役社長を経て2020

年より現職。また、2021年4月より建設コンサルタンツ協会九州支部長に就任し、「魅力ある建設コンサルタントの確立と

人材育成」に向け、発注者との意見交換会などでさまざまな改善や環境整備を提案している。

田中　清（たなか きよし）　第一復建株式会社 代表取締役会長

1993年大成建設株式会社に入社し、土木設計部においてLNGタンク等の設計に従事。共同溝の立坑工事や米国におけ

る下水処理場拡張工事、LNG受け入れ基地の新設工事、空港におけるLOC用地整備工事等を担当した。千葉支店土木室

長、東京支店土木第一部長、東北支店土木部工事部長を経て、2023年4月より現職。土木部門の中期経営計画やDX戦略、

社員教育計画の立案等を担当している。

髙木 宏彰（たかぎ ひろあき）　大成建設株式会社 土木本部 土木企画部企画室 室長

1988年サントリー株式会社に入社し、近畿ワイン課に配属。1997年より大阪広域営業部。2009年サントリーフィールド

エキスパート株式会社（旧サンリーブ株式会社）出向を経て2020年4月より西日本高速道路株式会社人事部へ出向し、以

降現職。ダイバーシティの推進を担当している。2022年7月より西日本高速道路メンテナンス関西株式会社・西日本高速

道路サービス関西株式会社の非常勤監査役兼務。

小西 駒子（こにし こまこ）　西日本高速道路株式会社 人事部 ダイバーシティ推進担当部長

第15回技術シンポジウム



講 演 １ 

⼤学における⼯学系教育の現状と将来の展望 

園⽥ 佳巨 

（九州⼤学 理事・副学⻑） 
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講 演 ２ 

九州地⽅整備局の技術⼒継承に向けて 

笠井 雅広 

（国⼟交通省 九州地⽅整備局 企画部⻑） 
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講 演 ３ 

学びなおしの環境整備を〜⼈財育成に向けて〜 

⽥中 清 

（第⼀復建株式会社 代表取締役会⻑） 
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講 演 ４ 
 

⼤成建設における社員教育に関する取り組み 
 

 

 

 

 

髙⽊ 宏彰 

（⼤成建設株式会社 ⼟⽊本部 ⼟⽊企画部 企画室 室⻑） 
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講 演 ５ 
 

NEXCO ⻄⽇本におけるダイバーシティ推進の取り組み 
 

 

 

 

 

⼩⻄ 駒⼦ 

（⻄⽇本⾼速道路株式会社 ⼈事部 ダイバーシティ推進担当部⻑） 
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■配布資料（カラー版）について 

 

 配布資料（カラー版）がダウンロードできます 

 以下のページにアクセスいただき、ダウンロードしてください 

 URL: https://www.kyushu-u-nexco.jp/ 

 または「九州⼤学 ネクスコ」で web 検索 
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